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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています

１ デ－リィマン６月号 デ－リィマン社
①牛群間、個体間で繁殖成績に大きな差 極端に受胎が遅れる牛は早く受胎させる

酪農学園大学 堂地修 教授
繁殖成績の課題を牛群検定デ－タのまとめから詳細に解説されています。

②適切なＶＷＰで繁殖性を向上させる 初産で６０日、２産以上８０～９０日が目安
農研機構北海道農業研究センタ－ 山崎武志 主任研究員
空胎日数と３０５日乳量の関係を、全国の牛群検定記録から調査分析した結果を紹介！

２ 全酪新報６月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスン その２４ 搾乳間隔
夜の搾乳と朝の搾乳の間隔は１２時間が基本になります。牛群検定成績表でチェックしてみましょう！

３ 酪農ジャ－ナル６月号 酪農学園大学エクステンションセンタ－
牛群検定だより（第１５回）インタ－ネットで繁殖台帳Ｗｅｂシステムを活用しよう
繁殖台帳Ｗｅｂシステムの概略を紹介しています。

４ ＬＩＡＪニュ－ス５月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その３６）子牛は足りていますか？生産雌牛情報の活用
子牛は次代を担う後継牛です。何頭の子牛を生産すれば良いか、牛群検定成績から解説します。

ちょっと良い話、牛乳のバリアフリ－！

「バリアフリ－」最近よく耳にする言葉です。そう、駅前
の歩道にある点字プレ－トや、駅構内のエスカレ－タな
ど体の不自由な人に対する配慮のことです。それと牛乳
に何の関係があるかというとあるんです！牛乳の紙パック
はもう見慣れすぎて何とも感じないと思いますが、図のよ
うに切欠きがついていることをご存知でしたか？

これは、目の不自由な方々でも紙パックの牛乳を間違
えないように平成１３年から実施されているものです。ＪＩＳ規格により、成分無調整１００％牛乳にしか許されて
いないものです。目の不自由な方々へアンケ－ト調査をしたところ、不便と感じる容器は？の設問に対し
第１位が紙パック商品だったのです。そして、数ある紙パック商品の中でも何を知りたいか？という設問には、
断トツの７６．８％の方々が「牛乳」と答えました。このアンケ－トを受けて、実施されたのが図の紙パックの切欠
きです。目の不自由な方々に圧倒的支持を受け、あらゆる食品の中で、唯一牛乳にだけ許されている目印と
聞くと、ス－パ－に並んだ牛乳パックも、ちょっと誇らしげに見えます。ただ、残念なことに、この栄誉ある切欠
きですが、実施するしないは「任意」となっていて、罰則があるわけではありません。みなさんが関係する牛乳
も切欠きがついているか確認してみてください。完全実施を目指しましょう！（Ｊ-ミルク ウエブサイトから）

本年度もやります！検定試行(お試し検定)をどうぞご利用下さい！

家畜改良事業団では「乳用牛改良対策事業」により、牛群検定を半年間無料体験できるお試し検
定を本年度も実施します。高乳量かつ高飼料効率が求められる現代酪農において、牛群検定は必須
アイテムです。是非これを機会に、お知り合いの検定未加入の酪農家に一声かけてみてください。

新規加入農家には、牛群検定成績の利活用（入門編）を解説したビデオをＤＶＤとテキストで配布していま
す。「利活用がよくわからない．．．」という方にも安心です。
なお、ビデオはインタ－ネットでも無料視聴できます。

http://seo.lin.gr.jp/elearning/user.html 畜産経営活性化 検索

また、有料になりますが、牛群検定活用の解説書「今日も明日も牛群検定が約束するあなたの酪農経
営！」が、デ－リィジャパン社より２８８０円（税込み）で出版されています。書店でご注文頂くか、インタ－ネット
で購入できます。（デ－リイジャパンオンラインショッピング、アマゾンなど）



梅雨本番！ジメジメした季節を乗り切ろう！

雨ばかりで気が滅入る季節ですが、乳房炎が増えてくる季節でも
あります。検定成績表で体細胞数が増えるようでしたら、
先ず、牛床を乾燥させるように通風に気をつけて下さい。送風扇も
当然稼働させます。放牧を行っている場合、牛が雨で濡れて戻って
くることもあると思います。その時は乳房だけでなく牛体全体の雨
水を良く拭き取り乾燥させてから搾乳をするようにして下さい。乳
房の拭き取りだけでは背や腰の方から雨水が流れてくるからです。

また、最近は飼料中のカビが原因となるカビ毒も注目されていま
す。カビをル－メンで分解するので牛はカビに強いと言う方もいま
すが、最近注目されている疾病です。子牛に限らずに下痢が多いよ
うでしたら、飼料を点検すると同時に獣医師に相談してみてください。

蹄冠スコアと飛節スコアを活用しよう！

蹄冠スコアと飛節スコアは生産性とも関連性が強いことが知られています。図は、平成２６年４
月から平成２７年３月までの１年間に報告があったものを集計しました。いずれの場合も蹄冠と飛
節およびボディコンディションの各スコアを良好に保つことが、高乳量高品質および長命連産に強
く影響することがわかります。（デ－タ件数：蹄冠スコアと飛節スコア68万件、ボディコンディショ
ンスコア110万件 都府県）

（１）各スコア別平均乳量
蹄冠と飛節は、スコア１または２において、

高い乳量が示されています。スコア３以降段
階的に乳量が減少していることが読み取れま
す。治療が必要なレベルであるスコア５の乳
量は明らかに低く、生産性に大きく影響して
います。また、ボディコンディションスコア
では過肥の傾向が進むにつれて乳量が低下し
ています。

（２）各スコア別平均体細胞数
蹄冠と飛節は、スコア１または２において、

体細胞数が低いことが示されています。以降、
段階的に体細胞数が上昇していることが読み
取れます。治療が必要なレベルであるスコア
５では明らかに体細胞数が高く乳質に大きく
影響しています。また、ボディコンディショ
ンスコアでは スコア３．００が最も良好で
過肥と削痩ではどちらも体細胞数が高くなっ
ています。

（３）産次別の「要注意」出現頻度
「要注意」として蹄冠と飛節はスコア３以上、

ボディコンディションスコアは過肥に注目
して３．５０以上に定義づけした場合に各産
次での出現頻度をグラフ化しました。いずれ
のスコアともに初産での「要注意」出現頻度
は低いが、産次が進むにつれて頻度が増す傾
向が見られます。前述のように各スコアとも
生産性との関連性が高いことから、高能力を
維持しながら長命連産を達成するには、蹄冠
や飛節スコアおよびボディコンディションス
コアを良好に保つことが大きなポイントとな
ることを示しています。このことは、管理面
からみれば、精緻な飼料給与と優れたカウコ
ンフォ－トが重要であると言い換えることも
できます。




